
 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ東労組大宮地本は、令和４年８月に大宮支社より「埼京線の乗務員基地再編 

について」の提案を受けました。内容とすれば大宮車掌区ならびに大宮運転区を廃止し、大宮駅近傍に大宮運

輸区（仮称）を設置するというものです。また令和４年９月には「埼京線の乗務員基地再編による業務移管につ

いて」の提案を受けました。その内容は大宮車掌区、大宮運転区が担当している埼京線・川越線の業務の一部を

埼京運輸区（仮称）設置とともに首都圏本部に移管するというものです。 

大宮車掌区、大宮運転区の組合員からは「一方的な職場がつくられ職場風土が壊され、安心して働けるか不安」

「進捗状況も不透明で、レイアウトはどうなるのか分からない」「運輸区になる事で働き方も変わってしまうの

ではないか？」など不安な声が多く出ています。不透明な情報・状況が「期待よりも不安を増している」原因に

なっているのは明らかです。組合員の不安解消に向け団体交渉へ臨みます！ 

 

 

１． 今施策の実現に向け大宮車掌区、大宮運転区を廃止し、大宮運輸区（仮  

称）を設置する根拠を明らかにすること。また運輸区設置に伴い見込まれ

る効果などを明らかにすること。 

２．大宮車掌区、大宮運転区が担当している埼京線・川越線の業務の一部を

埼京運輸区（仮称）発足とともに首都圏本部に移管する事によるメリット

を明らかにすること。 

３．大宮運輸区（仮称）ならびに埼京運輸区（仮称）設立に向けてこれまで支

社が行ってきた内容を明らかにすること。 

４．大宮運輸区（仮称）ならびに埼京運輸区（仮称）が担当する業務内容及び

乗務範囲等を明らかにすること。また担当線区外への異動の規模等など

を明らかにすること。 

５．大宮運輸区（仮称）ならびに埼京運輸区（仮称）の執務スペースの考え方

を明らかにすること。 

６．大宮運輸区（仮称）ならびに埼京運輸区（仮称）で安全輸送を提供できる

職場環境の整備について明らかにすること。 

７．埼京運輸区（仮称）設置に伴い、１０月から大崎駅の乗務員詰所から旧品

川運転区の庁舎の使用を予定している事から詳細を明らかにすること。 
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